
平成２１年度　岐阜県冬季バスケットボール新人大会

【試合結果】
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　両チームマンツーマンDefでスタート。神岡はドライブで攻めようとするが、精華の高さに阻まれ
シュートまでいたらない。逆に速攻を出されてしまう。しかし、神岡も負けじと速攻で得点を重ねる
が、精華＃６のミドルシュートが決まった分、18‐11と精華がリードして１Ｑを終える。２Ｑ、神岡

は速攻で連続ゴールを決め、点差を縮める。しかし、その後はボール運びに苦しみ、シュートが打て
ない。精華はパスカットからの速攻や＃５のゴール下でのシュートにより、着々と得点を重ねリード
を広げる。35‐17の精華18点リードで前半を終える。	 
　３Ｑ、神岡は＃６のドライブからの得点や＃４の１対１での得点により、残り２分には10点差まで
詰める。しかし、精華＃７のフリースロー、＃６の終了間際の３Ｐで14点差にリードを広げ、44‐30

で３Ｑを終える。４Ｑに入り、神岡はマンツーマンDefのプレッシャーを強めボールを狙いにいくが、
上手くかわされ機能しない。精華のリードは変わらず、56‐40で精華が勝利した。	 


